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前
稿
「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
全
体
構
造
と
文
献
的
性
格
」
に

お
い
て
、
筆
者
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）
』
（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
五
年
）
所
収
の
新
出
土
文
献
『
三
徳
』

を
取
り
上
げ
、
そ
の
全
体
の
釈
読
を
試
み
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
作
業
を
基
に
、
『
三
徳
』
の
思
想
史
的
特
質
と

意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
、
原
文
を

引
用
す
る
際
に
は
、
前
稿
に
提
示
し
た
筆
者
の
釈
文
・
訓
読
を
使

用
す
る
こ
と
と
す
る
。
意
味
内
容
の
詳
細
や
当
該
部
分
に
関
す
る

異
説
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
上
博
楚
簡
の
筆
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、

二
二
五
七
土
六
五
年
前
と
い
う
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所

の
炭
素
十
四
の
測
定
値
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
注
1
)
。
こ
の
数
値
は
、

一
九
五

0
年
を
定
点
と
す
る
国
際
基
準
に
よ
っ
て
換
算
す
れ
ば
、

序

言 上
博
楚
簡

『
三
徳
』

前
三

0
七
土
六
五
年
、
す
な
わ
ち
前
三
七
二
年
か
ら
前
二
四
二

と
な
り
、
下
限
は
秦
の
将
軍
白
起
が
郡
を
占
領
し
た
前
二
七
八
年

に
設
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
（
注
2
)
、
書
写
年
代
は
前
三
七
二
年
か
ら

前
二
七
八
年
の
間
の
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。
原
本
の
成

立
は
当
然
こ
れ
を
遡
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
、
取
り
あ

え
ず
、
こ
の
『
三
徳
』
に
つ
い
て
、
遅
く
と
も
戦
国
時
代
の
中
期

頃
ま
で
に
成
立
し
た
文
献
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
考
察
を
進

め
、
内
容
の
検
討
を
終
え
た
後
、
こ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
分
析

を
加
え
て
み
た
い
。

『
三
徳
』
の
最
大
の
思
想
史
的
特
色
は
、
そ
の
明
快
な
天
人
相

関
思
想
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
『
三
徳
』
に
お
け
る
「
天
」
「
人
」

関
係
の
論
述
を
五
つ
に
分
類
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
る
。

の
天
人
相
関
思
想

『
戦
国
楚
筋
研
究
2
0
0
 
6
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
一
号
〉
）

天
人
相
関
思
想
の
構
造

平
成
十
八
年
十
二
月
―

o
oー
―
―
七
頁

湯

浅

邦

弘
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（
一
）
人
為
（
良
）

第
一
は
、
人
為
の
良
否
の
内
、
「
良
」
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で

あ
る
。

①
0
1
天
供
時
璽
、
地
共
材
璽
、
民
共
力
璽
、
明
王
無
思
璽
。
是
謂
三
徳
。

（
天
は
時
を
供
し
、
地
は
材
を
供
し
、
民
は
力
を
供
し
、
明
王

思
う
無
し
。
是
れ
を
三
徳
と
謂
う
。
）

②
0
1
平
旦
母
哭
、
晦
母
歌
、
弦
望
齊
宿
、
是
謂
順
天
之
常
匿
o

（平

旦
に
哭
す
る
母
く
、
晦
き
に
歌
う
母
く
、
弦
望
に
斉
宿
す
。
是

れ
を
天
の
常
に
順
う
と
謂
う
。
）

③
0
3
齊
＿
＿
（
齊
齊
）
節
＿
＿
（
節
節
）
、
外
内
有
朔
、
男
女
有
節
、
是
謂

天
證
匿
o

（
斉
斉
節
節
、
外
内
琲
有
り
、
男
女
節
有
り
。
是
れ
を

天
礼
と
謂
う
。
）

④
1
1
入
墟
母
栗
匿
、
登
1
2
丘
母
歌
、
所
以
為
天
證
円
（
墟
に
入
り
て

楽
す
る
母
く
、
1
2
丘
に
登
り
て
歌
う
母
き
は
、
天
礼
を
為
す
所

以。）

⑤
1
5
仰
天
事
君
、
厳
格
必
信
匿
‘
俯
視
【
百
／
姓
】
、
務
農
圃
敬
戒
霞
〇

母
不
能
而
為
之
鱈
、
母
能
而
易
之
霞
o

（
天
を
仰
ぎ
て
君
に
事
え
、

厳
格
な
れ
ば
必
ず
信
あ
り
、
百
姓
を
俯
視
し
、
農
に
務
め
て
敬

戒
せ
し
む
。
不
能
に
し
て
之
を
為
す
母
か
れ
、
能
に
し
て
之
を

易
う
る
母
か
れ
。
）

⑥
1
7
敬
天
之
圏
、
興
地
之
矩
璽
、
恒
道
必
皇
。
（
天
の
圏
に
敬
し
み
、

あ
き

地
の
矩
を
興
せ
ば
、
恒
道
必
ず
皇
ら
か
な
り
。
）

⑦
1
7
知
天
足
以
順
時
璽
、
知
地
足
以
固
材
璽
、
知
人
足
以
會
親
璽
o

（天

を
知
れ
ば
以
て
時
に
順
う
に
足
り
、
地
を
知
れ
ば
以
て
材
を
固

あ
っ

く
す
る
に
足
り
、
人
を
知
れ
ば
以
て
親
に
会
む
る
に
足
る
。
）

例
え
ば
、
②
で
は
、
「
平
旦
母
哭
、
晦
母
歌
、
弦
望
齊
宿
（
平
旦

に
哭
す
る
母
く
、
晦
き
に
歌
う
母
く
、
弦
望
に
斉
宿
す
）
」
る
と
い

う
行
為
が
「
順
天
之
常
（
天
の
常
に
順
う
）
」
こ
と
に
な
る
と
説
く
。

ま
た
、
③
で
は
、
「
外
内
有
緋
、
男
女
有
節
（
外
内
朔
有
り
、
男
女

節
有
り
）
」
と
い
う
状
態
が
「
天
礼
」
で
あ
り
、
④
で
は
、
廃
墟
で

音
楽
を
奏
で
た
り
、
丘
に
登
っ
て
歌
っ
た
り
し
な
い
の
は
、
「
天
礼
」

を
遵
守
す
る
所
以
で
あ
る
と
説
く
。

右
の
内
、
①
と
⑦
は
「
天
」
「
地
」
「
人
」
と
い
う
世
界
の
枠
組

み
を
提
示
し
て
お
り
、
本
文
献
が
、
い
わ
ゆ
る
「
三
オ
」
の
世
界

構
造
を
前
提
に
論
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
『
三
徳
』
全

体
で
は
、
「
天
」
「
地
」
「
人
」
が
並
列
的
に
論
じ
ら
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

(
2
)
人
為
（
否
）

第
二
は
、
第
一
と
は
逆
に
、

て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

人
為
の
良
否
の
内
、

「否」

に
つ
い

(101) 



①
03
陽
而
幽
置
、
是
／
謂
大
感
霞
、
幽
而
陽
、
是
謂
不
祥
璽
o

（
陽
な

せ
き

る
べ
く
も
而
し
て
幽
、
是
れ
を
大
感
（
憂
）
と
謂
い
、
幽
な
る

べ
く
も
而
し
て
陽
、
是
れ
を
不
祥
と
謂
う
。
）

②
0
9
高
陽
日
、
「
母
凶
服
以
享
祀
璽
、
母
錦
衣
絞
祖
“
」
。
？
子
是
謂

忘
神
…
…
。
（
高
陽
日
く
、
「
凶
服
以
て
享
祀
す
る
母
か
れ
、
錦

衣
も
て
絞
祖
す
る
母
か
れ
」
。
？
子
是
れ
を
忘
神
と
謂
う
…
…
。
）

③
1
0
母
為
角
言
璽
、
母
為
人
借
璽
、
母
作
大
事
霞
、
母
刈
常
璽
、
母
墾

川
霞
、
母
断
浩
匿
、
母
滅
宗
“
、
母
虚
肱
“
、
母
／
口
敢
“
、
母
妻
事

霞
、
母
煩
姑
媛
、
母
1
1
恥
父
兄
“
‘
母
羞
貧
“
、
母
笑
刑
璽
、
母
描

深
匿
、
母
度
山
薗
、
母
逸
其
身
、
而
多
其
言
璽
。
居
母
惰
“
、
作
母

荒
“
。
善
勿
／
滅
璽
、
不
祥
勿
為
"
。
(
角
言
を
為
す
母
か
れ
、
人

借
を
為
す
母
か
れ
、
大
事
を
作
す
母
か
れ
、
常
を
刈
る
母
か
れ
、

ぉ

川
を
塑
ぐ
母
か
れ
、
湾
を
断
つ
母
か
れ
、
宗
を
滅
ぼ
す
母
か
れ
、

ざ
ょ

林
を
虚
し
く
す
る
母
か
れ
、
敢
を
口
す
る
母
か
れ
、
事
を
変
う

る
母
か
れ
、
姑
媛
を
煩
わ
す
母
か
れ
、
1
1
父
兄
を
恥
ず
か
し
む

る
母
か
れ
、
貧
を
羞
ず
か
し
む
る
母
か
れ
、
刑
を
笑
う
？
母
か

は
か

れ
、
深
を
描
る
母
か
れ
、
山
を
度
る
母
か
れ
、
其
の
身
を
逸
し

お
こ
た

て
其
の
言
を
多
く
す
る
母
か
れ
。
居
る
に
惰
る
母
か
れ
、
作
す

に
荒
な
る
母
か
れ
。
善
は
滅
す
勿
か
れ
、
不
祥
は
為
す
勿
か
れ
。
）

④
12
臨
川
之
都
“
‘
免
岸
之
邑
o
‘
百
乗
之
家
“
、
十
室
之
緊
霞
、
宮

ひ
ょ
う

室
汗
池
“
、
各
慎
其
度
璽
、
母
失
其
道
霞
o

（
臨
川
の
都
、
先
岸
の

邑
、
百
乗
の
家
、
十
室
の
祭
、
宮
室
汗
池
、
各
々
其
の
度
を
慎

み
、
其
の
道
を
失
う
母
か
れ
。
）

例
え
ば
、
③
の
よ
う
に
、
「
母

S
S、
母

S
S
」
と
禁
止
の
構
文

を
連
続
さ
せ
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
為
が
列
挙
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
不
善
の
人
為
は
、
「
大
感
（
憂
）
」
（
③
）
、
「
不
祥
」
（
③
）
、

「
忘
神
」
（
②
）
な
ど
の
語
で
総
括
さ
れ
る
。

(
3
)
人
為
↓
結
果
（
良
、
否
）

第
三
は
、
人
為
（
良
否
）
に
対
応
す
る
結
果
が
明
示
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

①
0
4
母
話
政
卿
於
神
次
“
。
母
享
逸
安
置
求
利
置
。
残
其
親
璽
、
是
謂

罪
璽
、
君
無
主
臣
、
是
謂
危
m
。
邦
家
其
壊
霞
o

（
政
卿
を
神
次
に
話
し

む
る
母
か
れ
。
逸
安
を
享
し
利
を
求
む
る
母
か
れ
。
其
の
親
を

残
す
、
是
れ
を
罪
と
謂
い
、
君
に
主
臣
無
し
、
是
れ
を
危
と
謂

う
。
邦
家
其
れ
壊
れ
ん
。
）

②
0
5
故
常
不
利
11

、
邦
失
憲
常
、
小
／
邦
則
刻
、
大
邦
過
傷
置
。
愛

常
易
證
、
土
地
乃
垢
、
民
乃
器
死
“
。
（
故
常
を
利
と
せ
ず
、
邦

け

ず

は

な

は

憲
常
を
失
え
ば
、
小
邦
な
れ
ば
則
ち
刻
ら
れ
、
大
邦
過
だ
傷
わ

さ

る
。
常
を
変
え
礼
を
易
え
れ
ば
、
土
地
乃
ち
垢
か
れ
、
民
乃
ち

器
死
す
。
）
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③
0
6
凡
托
官
於
人
、
是
謂
邦
固
“
‘
托
人
於
官
、
是
謂
邦
絃
璽
、
建

五
官
弗
措
、
是
謂
反
逆
“
。
土
地
乃
垢
霞
、
民
人
乃
0
7
喪
璽
o

（凡

そ
官
を
人
に
托
す
、
是
れ
を
邦
固
と
謂
い
、
人
を
官
に
托
す
、

ゅ

是
れ
を
邦
絃
と
謂
う
。
五
官
を
建
て
て
措
か
ず
、
是
れ
を
反
逆

と
謂
う
。
土
地
乃
ち
垢
か
れ
、
民
人
乃
ち
0
7
喪
ぶ
。
）

④
0
8
邦
四
益
、
是
謂
方
華
、
雖
盈
必
虚
“
゜
（
邦
四
益
あ
り
、
是
れ

を
方
孟
と
謂
う
、
盈
つ
る
と
雖
も
必
ず
虚
な
り
。
）

⑤
13
身
且
有
病
璽
、
悪
菜
輿
食
霞
°
邦
且
亡
霞
、
悪
聖
人
之
謀
11

。
室

且
奔
璽
、
不
遂
祭
祀
璽
、
唯
？
是
服
11

。
凡
若
是
者
、
不
有
大
禍
必

ま
さ

大
恥
匿
o

（
身
且
に
病
有
ら
ん
と
す
れ
ば
、
菜
と
食
と
を
悪
む
。

邦
且
に
亡
び
ん
と
す
れ
ば
、
聖
人
の
謀
を
悪
む
。
室
且
に
奔
て

ら
れ
ん
と
す
れ
ば
、
祭
祀
を
遂
げ
ず
、
唯
？
是
服
。
凡
そ
是
＜

の
若
き
者
は
、
大
禍
有
ら
ざ
れ
ば
必
ず
大
恥
あ
り
。
）

⑥
1
4
為
／
善
福
乃
束
置
、
総
不
善
禍
乃
或
有
之
。
（
善
を
為
せ
ば
福

乃
ち
来
り
、
不
善
を
為
せ
ば
禍
乃
ち
之
有
り
。
）

⑦
1
5
聴
其
螢
、
百
事
不
遂
、
慮
事
不
成
9

（
其
の
営
を
聴
く
も
、

百
事
遂
げ
ず
、
事
を
慮
る
も
成
ら
ず
。
）

「
良
」
の
人
為
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
⑥
の
よ
う
に
、
「
福
乃
束

（
福
乃
ち
来
る
）
」
と
い
う
良
い
結
果
、
「
否
」
の
人
為
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
①
の
「
邦
家
其
壊
（
邦
家
其
れ
壊
れ
ん
）
」
‘
②
の
「
土

地
乃
垢
、
民
人
乃
喪
（
土
地
乃
ち
垢
か
れ
、
民
人
乃
ち
喪
ぶ
）
」
、

⑤
の
「
不
有
大
禍
必
大
恥
（
大
禍
有
ら
ざ
れ
ば
必
ず
大
恥
あ
り
）
」

な
ど
と
い
っ
た
悪
い
結
果
が
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
人
為
の
善
悪
に

対
応
し
て
福
禍
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
明
快
な
因
果
律
が
説
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
直
接
「
天
」
「
帝
」
な
ど
の
語
は
見

え
な
い
が
、
こ
う
し
た
良
否
の
結
果
は
天
人
相
関
の
結
果
と
し
て

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
意
識
が
前
提
に
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
の
は
、
次
の
第
四
•
第
五
の
例
で
あ

る。(
4
)
人
為
↓
天
↓
結
果
（
良
）

第
四
は
、
良
い
人
為
が
天
に
感
応
し
、

さ
れ
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。

天
か
ら
良
い
結
果
が
降

（
之
に
敬
し
み
之
に
敬

①
0
3
敬

I
I

之
＝
（
敬
之
敬
之
）
、
天
命
孔
明
。

し
め
ば
、
天
命
孔
明
た
り
。
）

②
0
6
整

t
-

（
興
興
）
民
事
璽
、
行
往
視
束
璽
。
民
之
所
喜
璽
、
上
帝
／

是
祐
璽
o

（
民
事
を
興
し
興
し
、
行
き
往
き
て
視
来
す
。
民
の
喜

ぶ
所
は
、
上
帝
是
れ
祐
く
。
）

③
08
鬼
神
程
祀
、
上
帝
乃
恰
、
邦
家
0
9
…
…
保
、
乃
無
凶
災
円
（
鬼

い

ん

よ

ろ

こ

神
も
て
程
祀
す
れ
ば
、
上
帝
乃
ち
恰
び
、
邦
家
0
9
…
…
保
、
乃

ち
凶
災
無
し
。
）

④
18
好
昌
天
従
之
璽
、
好
旺
天
従
之
璽
、
好
祓
天
従
之
鱈
、
好
長
天
従
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之
璽
。
順
天
之
時
、
起
地
之
【
紀
】
…
…
。
（
昌
を
好
め
ば
天
之

に
従
り
、
旺
を
好
め
ば
天
之
に
従
り
、
祓
を
好
め
ば
天
之
に
従

り
、
長
を
好
め
ば
天
之
に
従
る
。
天
の
時
に
順
い
、
地
の
【
紀
】

を
起
こ
し
…
…
）

⑤
2
0
民
之
所
欲
霞
、
鬼
神
是
祐
“
゜
（
民
の
欲
す
る
所
は
、
鬼
神
是
れ

祐
く
。
）

⑥
【
附
簡
】
…
…
【
不
】
悌
干
時
置
。
上
帝
喜
之
、
乃
無
凶
災
。
（
…

…
時
に
悌
ら
ず
。
上
帝
之
を
喜
び
、
乃
ち
凶
災
無
し
。
）

天
の
側
は
「
天
命
」
「
上
帝
」
「
天
」
「
天
之
時
」
「
鬼
神
」
な
ど

の
語
で
表
さ
れ
、
一
定
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
例
え
ば
、
②
の
「
上

帝
是
祐
（
上
帝
是
れ
祐
<
)
」
、
③
の
「
上
帝
乃
恰
（
上
帝
乃
ち
恰

ぶ
）
」
、
④
の
「
天
従
之
（
天
之
に
従
う
）
」
‘
⑤
の
「
鬼
神
是
祐
（
鬼

神
是
れ
祐
<
)
」
、
⑥
の
「
上
帝
喜
之
（
上
帝
之
を
喜
ぶ
）
」
の
よ

う
に
、
い
ず
れ
も
、
明
確
な
意
志
•
感
情
を
持
つ
存
在
と
し
て
説

か
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
『
三
徳
』
に
お
け
る
「
天
」
の
性
格
を

考
え
る
際
、
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
改
め

て
詳
述
し
た
い
。

(
5
)
人
為
↓
天
↓
結
果
（
否
）

第
五
は
、
第
四
と
は
逆
に
、
悪
い
人
為
が
天
に
感
応
し
、
天
か

ら
悪
い
結
果
（
災
異
）
が
降
さ
れ
る
と
説
く
も
の
で
あ
る
。
『
三
徳
』

①
0
2
敬
者
得
之
“
‘
怠
者
失
之
璽
、
是
謂
天
常
“
、
天
神
之
【
口
。
母

為
□
口
】
、
皇
天
将
憚
之
璽
、
母
為
偽
詐
、
上
帝
将
憎
之
匿
。
忌
而

不
忌
、
天
乃
降
災
璽
、
已
而
不
已
、
0
3
天
乃
降
異
璽
。
其
身
不
没
、

至
干
孫
II

(
子
孫
）
“
。
（
敬
む
者
は
之
を
得
、
怠
る
者
は
之
を
失

う
。
是
れ
を
天
常
と
謂
う
。
天
神
之
【
口
。
口
ロ
を
為
す
母
か

い
ま
し

れ
】
、
皇
天
将
に
之
を
憚
め
ん
と
す
。
偽
詐
を
為
す
母
か
れ
、
上

帝
将
に
之
を
憎
ま
ん
と
す
。
忌
む
べ
く
し
て
忌
ま
ざ
れ
ば
、
天

乃
ち
災
い
を
降
し
、
已
む
べ
く
し
て
已
め
ざ
れ
ば
、
0
3
天
乃
ち

異
を
降
す
。
其
の
身
没
せ
ず
し
て
、
子
孫
に
至
る
。
）

②
0
4
如
反
之
、
必
遇
凶
残
霞
o

（
如
し
之
に
反
す
れ
ば
、
必
ず
凶
残

に
遇
つ
。
）

③
0
7
喜
栗
無
期
度
、
是
謂
大
荒
璽
、
皇
天
弗
諒
、
必
復
之
以
憂
喪
璽
〇

凡
食
飲
無
量
計
璽
、
是
謂
淫
荒
、
上
帝
弗
諒
璽
、
必
／
復
之
以
荒
編

O

上
帝
弗
諒
璽
、
以
祀
不
享
円
（
喜
楽
に
期
度
無
し
、
是
れ
を
大
荒

と
謂
い
、
皇
天
諒
と
せ
ず
、
必
ず
之
に
復
す
る
に
憂
喪
を
以
て

す
。
凡
そ
食
飲
に
量
計
無
し
、
是
れ
を
淫
荒
と
謂
い
、
上
帝
諒

と
せ
ず
、
必
ず
之
に
復
す
る
に
荒
を
以
て
す
。
上
帝
諒
と
せ
ず
、

以
て
祀
る
も
享
け
ず
。
）

④
08
宮
室
過
度
置
、
皇
天
之
所
悪
璽
、
雖
成
弗
居
置
。
衣
服
過
制
、
侠

於
美
、
是
謂
違
章
璽
、
上
帝
弗
／
諒
。
（
宮
室
度
を
過
ぐ
れ
ば
、

全
体
の
中
で
、
分
量
的
に
最
も
多
い
部
分
で
あ
る
。
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皇
天
の
悪
む
所
と
な
り
、
成
る
と
雖
も
居
ら
ず
。
衣
服
制
を
過

ぎ
、
美
に
侠
す
、
是
れ
を
違
章
と
謂
い
、
上
帝
諒
と
せ
ず
。
）

⑤
14
方
螢
勿
伐
“
、
将
興
勿
殺
璽
、
将
齊
勿
剖
薗
。
是
逢
凶
競
璽
、
天

災
績

i
-

（
縄
縄
）
、
弗
滅
不
隕
璽
o

（
方
に
営
ま
ん
と
す
る
に
伐
つ

そ

勿
か
れ
、
将
に
興
ら
ん
と
す
る
に
殺
ぐ
勿
か
れ
、
将
に
斉
わ
ん

さ

と
す
る
に
剖
＜
勿
か
れ
。
是
れ
凶
戟
に
逢
い
、
天
災
縄
縄
と
し

き

て
、
滅
え
ず
隕
ち
ず
。
）

⑥
1
5
螺
奪
民
時
璽
、
天
飢
必
束
。
1
6
奪
民
時
以
土
功
、
是
謂
稽
匿
‘

不
絶
憂
伽
璽
、
必
喪
其
匹
璽
°
奪
民
時
以
水
事
、
是
謂
順
、
喪
以

係
栗
圃
、
四
方
束
器
・
゜
奪
民
時
以
兵
事
霞
‘
是
【
謂
贋
】
…
…
。

（
葬
し
ば
民
の
時
を
奪
え
ば
、
天
飢
必
ず
来
る
。
1
6
民
の
時
を

奪
う
に
土
功
を
以
て
す
、
是
れ
を
稽
と
謂
い
、
憂
仙
を
絶
た
ざ

れ
ば
、
必
ず
其
の
匹
を
喪
う
。
民
の
時
を
奪
う
に
水
事
を
以
て

す
、
是
れ
を
順
と
謂
い
、
喪
い
て
以
て
楽
を
係
け
れ
ば
、
四
方

来
器
す
。
民
の
時
を
奪
う
に
兵
事
を
以
て
す
、
是
れ
を
【
廣
と

謂
い
】
…
…
。
）

⑦
1
9
謄
勿
増
璽
、
隧
人
勿
興
薗
。
皇
天
之
所
弄
国
‘
而
后
帝
之
所
憎
璽
〇

（
謄
は
増
す
勿
か
れ
、
廃
人
は
興
す
勿
か
れ
。
皇
天
の
弁
つ
る

所
に
し
て
、
后
帝
の
憎
む
所
な
り
。
）

天
の
側
は
「
天
」
「
天
神
」
「
皇
天
」
「
上
帝
」
「
后
帝
」
な
ど
の

語
で
表
さ
れ
一
定
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
①
の
「
【
母
為
□
口
】
、

皇
天
将
憚
之
、
母
為
偽
詐
、
上
帝
将
憎
之
（
口
口
を
為
す
母
か
れ
、

い
ま
し

皇
天
将
に
之
を
憚
め
ん
と
す
。
偽
詐
を
為
す
母
か
れ
、
上
帝
将
に

之
を
憎
ま
ん
と
す
）
」
や
「
忌
而
不
忌
、
天
乃
降
災
、
已
而
不
已
、

天
乃
降
異
（
忌
む
べ
く
し
て
忌
ま
ざ
れ
ば
、
天
乃
ち
災
い
を
降
し
、

已
む
べ
く
し
て
巳
め
ざ
れ
ば
、
天
乃
ち
異
を
降
す
）
」
の
よ
う
に
、

ま
た
③
④
の
「
上
帝
弗
諒
（
上
帝
諒
と
せ
ず
）
」
、
⑦
の
「
后
帝
之

所
憎
（
后
帝
の
憎
む
所
な
り
）
」
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
意
志
•
感

情
を
持
ち
、
人
類
に
災
禍
を
降
す
神
格
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
不
善
の
行
為
に
対
し
て
は
、
「
其
身
不
没
、
至
干
孫
子
（
其

の
身
没
せ
ず
し
て
、
孫
子
に
至
る
）
」
と
、
天
の
降
す
「
災
」
「
異
」

に
よ
っ
て
天
寿
を
全
う
で
き
ず
、
そ
の
災
い
が
子
孫
の
代
に
ま
で

至
る
と
説
く
な
ど
、
不
善
の
人
為
に
対
し
て
強
い
警
告
が
発
せ
ら

れ
る
。

天
の
思
想
の
特
色

以
上
、
『
三
徳
』
に
お
け
る
天
人
関
係
の
論
述
を
五
つ
に
分
類
し

な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
の
結
果
を
、

改
め
て
次
の
三
点
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

第
一
は
、
『
三
徳
』
に
お
け
る
強
烈
な
天
人
相
関
思
想
と
災
異
説

で
あ
る
。
右
の

(
1
)

類
S
(
3
)
類
に
お
い
て
、
直
接
「
天
」

や
「
帝
」
の
語
が
記
さ
れ
な
い
場
合
も
、
そ
れ
は
、
人
事
の
枠
内
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で
完
結
し
て
い
る
議
論
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)
類
S
(
3
)

類
も
、
(
4
)
類
、
(
5
)
類
の
よ
う
に
、
天
と
の
関
係
が
強
く
意

識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

(
4
)
類
、
(
5
)
類
で
は
、
人

為
が
天
（
皇
天
•
上
天
•
上
帝
•
鬼
神
）
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

天
が
そ
の
人
為
に
応
じ
た
禍
福
を
人
間
（
王
・
邦
）
に
降
す
と
い

う
明
快
な
天
人
相
関
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
構
図
が
、

本
文
献
を
貫
く
基
調
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
天
人
関
係
は
、
『
詩
経
』
や
『
書
経
』
の
そ

れ
と
酷
似
す
る
。
上
天
、
上
帝
を
世
界
の
主
宰
者
と
し
て
仰
ぐ
『
詩

経
』
『
詩
経
』
と
『
三
徳
』
と
は
、
そ
の
点
に
お
い
て
極
め
て
近
い

関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
『
書
経
』
で
は
、
「
天
乃
大
命た

お

文
王
、
殖
戎
殷
（
天
は
乃
ち
大
い
に
文
王
に
命
じ
て
、
戎
殷
を
殖

せ
り
）
」
（
康
詰
篇
）
、
「
斐
天
大
降
喪
干
殷
（
要
天
大
い
に
喪
を
殷

に
降
す
）
」
（
多
士
篇
）
、
「
今
予
骰
、
惟
恭
行
天
之
罰
（
今
予
発
（
武

王
）
、
惟
れ
天
の
罰
を
恭
行
す
ご
（
牧
誓
篇
）
の
よ
う
に
、
殷
周

の
王
朝
交
代
が
天
の
意
志
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
天
は
、
天
命
の

授
与
と
い
う
形
で
、
王
朝
の
誕
生
と
い
う
最
大
級
の
恩
寵
を
与
え
、

逆
に
王
の
不
善
に
対
し
て
は
、
王
朝
の
滅
亡
と
い
う
最
大
級
の
災

禍
を
降
す
の
で
あ
る
。
『
詩
経
』
で
も
、
「
皇
芙
上
帝
、
臨
下
有
赫
、

監
観
四
方
、
求
民
之
莫
（
皇
い
な
る
か
な
上
帝
、
下
に
臨
み
て
赫

さ
だ

た
る
有
り
。
四
方
を
監
観
し
て
、
民
の
莫
ま
ら
ん
こ
と
を
求
む
）
」

（
大
雅
・
文
王
之
什
•
皇
突
）
、
「
天
降
喪
乱
、
滅
我
立
王
（
天
は

喪
乱
を
降
し
、
我
が
立
王
を
滅
ぼ
す
）
」
（
大
雅
・
蕩
之
什
•
桑
柔
）

と
、
上
帝
が
天
下
の
究
極
の
支
配
者
で
あ
り
、
民
に
ま
で
そ
の
支

配
力
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
う
た
う
。
『
書
経
』
『
詩
経
』
と
『
三

徳
』
と
の
思
想
史
的
類
縁
性
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
「
災
」
「
異
」
の
説
明
は
、
春
秋
公
羊
学
の

災
異
思
想
に
展
開
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
『
三
徳
』

の
02
簡
S
0
3
簡
に
か
け
て
、
「
忌
而
不
忌
、
天
乃
降
災
、
巳
而
不
已
、

天
乃
降
異
。
其
身
不
没
、
至
千
孫
子
（
忌
む
べ
く
し
て
忌
ま
ざ
れ

ば
、
天
乃
ち
災
い
を
降
し
、
已
む
べ
く
し
て
已
め
ざ
れ
ば
、
天
乃

ち
異
を
降
す
。
其
の
身
没
せ
ず
し
て
、
孫
子
に
至
る
）
」
と
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
ま
ず
、
人
が
忌
む
（
慎
む
）
べ
き
な
の
に
そ
れ
を
忌
ま

な
か
っ
た
場
合
、
天
は
そ
れ
に
感
応
し
て
、
災
害
を
降
す
。
ま
た
、

止
め
る
べ
き
な
の
に
そ
れ
を
や
め
な
か
っ
た
場
合
、
天
は
そ
れ
に

感
応
し
て
、
異
変
を
降
す
。
そ
う
な
る
と
も
は
や
人
為
で
は
い
か

ん
と
も
し
が
た
く
、
人
は
天
寿
を
全
う
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
そ

の
災
禍
は
子
孫
の
代
に
ま
で
及
ぶ
、
と
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
直
ち
に
、
次
の
よ
う
な
災
異
説
を
想
起
さ
せ
る
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
『
春
秋
繁
露
』
で
は
、
「
其
大
略
之
類
、
天
地
之

物
、
有
不
常
之
嬰
者
、
謂
之
異
、
小
者
謂
之
災
、
災
常
先
至
、
而

異
乃
随
之
、
災
者
、
天
之
譴
也
、
異
者
、
天
之
威
也
（
「
其
の
大
略

の
類
、
天
地
の
物
、
有
常
な
ら
ざ
る
の
変
な
る
者
有
り
。
之
を
異

と
謂
う
。
小
な
る
者
之
を
災
と
謂
い
、
災
常
に
先
ず
至
り
、
而
し

(106) 



て
異
乃
ち
之
に
随
う
。
災
と
は
、
天
の
譴
な
り
。
異
と
は
、
天
の

威
な
り
）
」
（
必
仁
且
智
篇
）
と
災
異
を
定
義
す
る
。
も
っ
と
も
、

公
羊
学
の
方
は
、
災
と
異
と
の
関
係
が
よ
り
明
快
に
説
か
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
天
が
人
間
に
降
す
「
変
」
の
内
、
「
小
」
さ
な
も
の
を

「
災
」
と
言
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
天
は
悪
事
を
働
い
た
人
間
に
警

告
を
発
す
る
。
人
は
そ
の
災
害
を
単
な
る
自
然
災
害
と
考
え
ず
に
、

天
が
自
ら
に
降
し
た
警
告
と
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
反
省
の
な
い
ま
ま
悪
事
を
継
続
す
る
と
、
天

は
次
に
、
よ
り
大
き
な
「
異
」
を
降
し
、
人
を
譴
責
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
公
羊
学
の
定
義
で
は
、
「
災
」
「
異
」
は
「
変
」
の
大
小

と
し
て
説
明
さ
れ
、
か
つ
、
時
間
的
に
は
、
ま
ず
「
災
」
、
続
い
て

「
異
」
、
と
い
う
前
後
関
係
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
『
三
徳
』
の
説
明
は
、
こ
の
公
羊
学
の
定
義
ほ
ど
に
は

明
確
で
は
な
い
と
も
言
え
る
。
確
か
に
「
災
」
「
異
」
の
規
模
の
大

小
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
忌
（
慎
む
べ
き
こ
と
）
」

に
「
災
」
が
対
応
し
、
「
已
（
直
ち
に
中
止
す
べ
き
こ
と
）
」
に
「
異
」

が
対
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
や
は
り
『
三
徳
』
で
も
、

「
災
」
が
比
較
的
小
さ
な
災
害
、
「
異
」
が
よ
り
甚
大
な
異
変
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
災
」
「
異
」

の
前
後
関
係
は
、
こ
の
語
順
を
尊
重
す
れ
ば
、
公
羊
学
の
定
義
と

同
様
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
異
」
の
結
果
、
人
は
天
寿
を
全
う
で
き

ず
、
そ
の
災
禍
は
子
孫
の
代
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
解
説
は
、
「
異
」

を
天
の
譴
責
で
あ
る
と
す
る
公
羊
学
の
定
義
と
軌
を
一
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
公
羊
学
の
隆
盛
は
、
漢
代
春
秋
学
の
中
で
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
こ
う
し
た
災
異
説
の
発
想
自
体
は
、
す
で
に
、
こ
の
『
三

徳
』
の
中
に
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
稀
薄
な
天
道
思
想
で
あ
る
。
古
代
中
国
に
お
け
る
天

の
思
想
に
は
、
い
く
つ
か
の
型
が
見
ら
れ
る
。
代
表
的
な
も
の
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

―
つ
は
、
「
上
天
」
「
上
帝
」
な
ど
を
世
界
の
主
宰
者
と
し
て
仰

ぐ
天
の
思
想
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
人
為
の
良
否
が
そ
の
上
天
・

上
帝
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
に
対
応
し
た
禍
福
が
人
間
に

降
さ
れ
る
、
と
説
か
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
天
人
相
関
の
思
想
で
あ
る
。

前
記
の
通
り
、
伝
世
文
献
で
言
え
ば
、
『
書
経
』
『
詩
経
』
に
見
ら

れ
る
天
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
比
較
的
古
い
型
の
天
の
思
想
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

今
ひ
と
つ
は
、
理
法
と
し
て
の
天
で
あ
る
。
前
者
の
天
が
、
姿

こ
と
見
せ
な
い
も
の
の
、
明
確
な
意
志
•
感
情
を
持
つ
人
格
神
的

な
主
宰
者
と
し
て
登
場
す
る
の
に
対
し
て
、
理
法
と
し
て
の
天
は
、

「
陰
陽
」
「
日
月
」
「
四
時
」
と
い
っ
た
天
体
の
周
期
運
動
や
四
季

の
推
移
と
し
て
示
さ
れ
る
。
「
天
道
」
思
想
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ

る
。
こ
の
場
合
も
、
む
ろ
ん
、
天
は
人
と
無
関
係
に
存
在
す
る
の

で
は
な
く
、
人
は
そ
の
理
法
に
沿
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
る
。
も
し
そ
の
理
法
に
違
反
す
れ
ば
、
人
は
災
禍
を
被
る
こ
と
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と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
や
は
り
天
人
相
関
の
思
想
構

造
を
持
つ
と
言
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
、
上
帝
•
上
天
を
最
上
位
に
据
え
な
が
ら
、

天
と
人
と
の
間
に
理
法
を
介
在
さ
せ
る
、
言
わ
ば
折
衷
型
の
天
の

思
想
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
や
荀
子
の
「
天

人
の
分
」
の
思
想
の
よ
う
に
、
天
の
領
域
と
人
の
領
域
と
の
間
に

相
関
関
係
は
な
い
と
す
る
思
想
も
見
ら
れ
る
（
注
3
)
o

そ
れ
で
は
、
『
三
徳
』
の
天
は
、
こ
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
で
あ

ろ
う
か
。
『
三
徳
』
の
主
役
は
「
上
天
」
「
上
帝
」
「
天
神
」
「
皇
天
」

「
后
帝
」
な
ど
の
語
で
表
さ
れ
る
世
界
の
主
宰
者
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
「
上
帝
乃
恰
（
上
帝
乃
ち
恰
ぶ
）
」
、
「
上
帝
喜
之
（
上
帝
之

、
ま
し

を
喜
ぶ
）
」
、
「
皇
天
将
憚
之
（
皇
天
将
に
之
を
憚
め
ん
と
す
）
」
、
「
上

帝
将
憎
之
（
上
帝
将
に
之
を
憎
ま
ん
と
す
）
」
「
上
帝
弗
諒
（
上
帝

諒
と
せ
ず
）
」
の
よ
う
に
、
人
為
に
対
し
て
明
確
な
意
志
・
感
情
を

持
ち
、
「
天
乃
降
災
（
天
乃
ち
災
を
降
す
）
」
、
「
天
乃
降
異
（
天
乃

ち
異
を
降
す
）
」
、
「
天
飢
必
束
（
天
飢
必
ず
来
る
）
」
な
ど
と
、
災

異
を
直
接
的
に
人
間
世
界
に
降
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
天
と

人
と
の
間
に
、
気
・
陰
陽
・
日
月
・
刑
徳
•
四
時
と
い
っ
た
周
期

的
な
天
道
は
介
在
し
て
い
な
い
。
『
三
徳
』
の
天
人
関
係
は
極
め
て

ダ
イ
レ
ク
ト
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
理
法
と
し
て
の
天
や
天
道
思
想

が
見
え
な
い
点
に
こ
そ
、
『
三
徳
』
の
思
想
的
特
色
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

第
三
と
し
て
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
『
大
戴

礼
記
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
冒
頭
の
第
1
簡
で
、
「
三
徳
」
が
「
天

供
時
、
地
供
材
、
民
供
力
、
明
王
無
思
。
是
謂
三
徳
（
天
は
時
を

供
し
、
地
は
材
を
供
し
、
民
は
力
を
供
し
、
明
王
思
う
無
し
。
是

れ
を
三
徳
と
謂
う
）
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
釈

文
を
担
当
し
た
李
零
氏
は
、
『
大
戴
礼
記
』
を
参
考
資
料
と
し
て
注
記

す
る
。
つ
ま
り
、
「
有
天
徳
、
有
地
徳
、
有
人
徳
、
此
謂
三
徳
。
三

徳
率
行
、
乃
有
陰
陽
。
陽
日
徳
、
陰
日
刑
（
天
徳
有
り
、
地
徳
有

り
、
人
徳
有
り
。
此
れ
を
三
徳
と
謂
う
。
三
徳
率
い
行
わ
れ
て
、

乃
ち
陰
陽
有
り
。
陽
を
徳
と
日
い
、
陰
を
刑
と
日
う
）
」
（
四
代
篇
）

と
い
う
一
文
で
あ
る
。

で
は
、
『
三
徳
』
と
『
大
戴
礼
記
』
に
お
け
る
「
三
徳
」
の
意
味

内
容
は
全
く
同
じ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
戴
礼
記
』
で
は
、
「
天

徳
」
「
地
徳
」
「
人
徳
」
を
「
三
徳
」
と
定
義
し
た
後
、
続
い
て
、

「
陰
陽
」
や
「
刑
徳
」
の
思
想
を
導
い
て
い
る
。
一
方
、
『
三
徳
』

で
は
、
天
地
人
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
役
割
を
果
た
し
、
「
明
王
」
が

「
無
思
」
で
い
ら
れ
る
状
態
が
「
三
徳
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
。

同
じ
「
三
徳
」
の
語
を
使
い
な
が
ら
、
『
大
戴
礼
記
』
と
は
意
味
内

容
が
異
な
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
も
、
『
三
徳
』
に
は
、
「
時
」
「
幽
」

「
陽
」
な
ど
の
語
は
僅
か
に
見
え
る
も
の
の
、
「
陰
陽
」
「
刑
徳
」

「
気
」
「
四
時
」
と
い
っ
た
天
道
思
想
に
つ
な
が
る
よ
う
な
要
素
は

全
く
見
ら
れ
な
い
。
前
記
の
通
り
、
『
三
徳
』
の
天
の
思
想
は
、
「
上
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天
」
「
上
帝
」
と
人
と
の
直
接
的
関
係
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
り
、

『
詩
経
』
や
『
書
経
』
の
天
と
酷
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相
対
的

に
古
い
型
の
天
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る。
ま
た
、
確
か
に
第
1
簡
で
は
、
世
界
の
枠
組
み
と
し
て
、
「
天
」

「
地
」
「
人
」
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
限
っ
て
言
え
ば
、

『
大
戴
礼
記
』
と
類
似
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
文
脈
に
お
い

て
は
、
こ
の
三
者
が
同
等
の
比
重
で
説
か
れ
る
の
で
は
な
い
。
重

視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専
ら
「
天
」
と
「
人
」
の
関
係
で
あ
る
。

天
・
地
・
人
が
登
場
す
る
の
は
、
第
1
簡
以
降
で
は
第
1
7
簡
の
み

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
『
三
徳
』
に
、
天
・
地
・
人
の
い
わ
ゆ
る
「
三

オ
」
の
世
界
構
造
が
見
ら
れ
る
点
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
『
三

徳
』
の
撰
者
の
興
味
は
、
ほ
と
ん
ど
「
天
」
と
「
人
」
と
の
関
係

に
集
中
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
『
大
戴
礼
記
』

と
の
密
接
な
関
係
を
想
定
し
て
良
い
か
、
疑
問
が
持
た
れ
る
。
ま

た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
本
文
献
に
付
け
ら
れ
た
「
三
徳
」
と
い

う
仮
称
も
、
全
体
の
内
容
を
適
切
に
表
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
再

考
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

編
集
意
図
と
読
者
対
象

次
に
、
『
三
徳
』
の
編
集
意
図
と
読
者
対
象
に
つ
い
て
考
え
て
み

こ
れ
ま
で
筆
者
が
分
析
を
加
え
て
き
た
上
博
楚
簡
の
内
、
例
え

ば
、
『
従
政
』
で
は
、
儒
家
自
ら
が
求
め
た
「
従
政
」
の
際
の
心
得

を
、
孔
子
か
ら
の
聞
き
書
き
と
し
て
ま
と
め
た
文
書
で
あ
っ
た
。

こ
の
場
合
、
元
来
こ
の
文
献
は
、
儒
家
集
団
の
内
部
文
書
的
性
格

を
有
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（
注
4
)
。
同
様
に
、
子
貢
と
孔
子
の

問
答
で
構
成
さ
れ
る
『
民
之
父
母
』
や
、
「
詩
」
の
論
評
の
中
に
孔

子
の
言
を
挿
入
す
る
『
孔
子
詩
論
』
、
魯
の
哀
公
と
孔
子
、
子
貢
の

会
話
で
進
行
す
る
『
魯
邦
大
旱
』
な
ど
も
、
儒
家
集
団
の
活
動
と

密
接
な
関
係
を
持
つ
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
成
立
地

と
し
て
は
、
儒
家
の
活
動
拠
点
で
あ
る
魯
や
斉
が
想
定
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
『
昭
王
毀
室
』
や
『
昭
王
輿
罪
之
牌
』
は
、
楚
の
昭
王
の

政
治
的
事
績
を
顕
彰
す
る
内
容
で
、
楚
の
現
地
性
の
文
献
で
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
読
者
対
象
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し

い
の
は
、
昭
王
以
後
の
歴
代
の
楚
王
、
太
子
、
貴
族
な
ど
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
（
注
5
)
。
同
様
に
、
影
祖
と
者
老
の
君
臣
問
答
で
構

成
さ
れ
る
『
影
祖
』
や
、
魯
の
荘
公
と
曹
沫
の
問
答
形
式
を
取
る

『
曹
沫
之
陳
』
な
ど
も
、
政
治
や
軍
事
の
要
諦
を
説
く
文
献
で
、

読
者
対
象
と
し
て
は
、
や
は
り
、
王
や
貴
族
が
想
定
さ
れ
る
（
注
6
)
0

で
は
、
『
三
徳
』
は
、
ど
の
よ
う
な
編
纂
意
図
を
持
ち
、
ど
の
よ

う
な
読
者
対
象
を
想
定
す
る
文
献
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

よ
う
。
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『
三
徳
』
の
思
想
的
特
質
は
、
天
（
上
天
•
上
帝
）
と
人
と
の

明
快
な
相
関
思
想
を
前
提
に
、
読
者
に
対
し
て
、
「
順
天
」
「
敬
天
」

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
点
に
あ
る
。
一
方
で
、
「
母

S
S
」
と

い
う
構
文
を
連
続
さ
せ
、
「
順
天
」
「
敬
天
」
し
な
い
こ
と
が
「
邦
」

「
家
」
「
身
」
の
衰
亡
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強
く
警
告
す
る
。
ま
た

そ
れ
に
関
連
し
て
、
「
母
刈
常
（
常
を
刈
る
母
か
れ
）
」
、
「
故
常
不

利
、
邦
失
憲
常
、
小
邦
則
刻
、
大
邦
過
傷
（
故
常
を
利
と
せ
ず
、

け

ず

は

な

は

邦
憲
常
を
失
え
ば
、
小
邦
な
れ
ば
則
ち
刻
ら
れ
、
大
邦
過
だ
傷
わ

る
）
」
、
「
嬰
常
易
證
、
土
地
乃
垢
、
民
乃
器
死
（
常
を
変
え
礼
を

易
え
れ
ば
、
土
地
乃
ち
垢
か
れ
、
民
乃
ち
難
死
す
）
」
の
よ
う
に
、

強
い
保
守
的
立
場
を
表
明
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
際
、
「
君
」
「
臣
」
「
民
」
「
邦
家
」
「
都
」
「
邑
」

「
奪
民
時
」
な
ど
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

『
三
徳
』
が
説
く
の
は
、
基
本
的
に
は
国
家
論
・
政
治
論
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
第
1
簡
に
「
明
王
」
、
第
4
簡
に
「
君
」
の
語
が
見

え
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
三
徳
』
の
主
た
る
読
者
対

象
は
「
邦
」
の
「
王
」
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
一
般
の
臣
下
や

士
大
夫
や
民
に
向
け
て
の
思
想
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
『
三
徳
』
の
撰
者
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
あ
る
い
は

集
団
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
三
徳
』
は
、
前
記
の
通
り
、
『
詩

経
』
や
『
書
経
』
に
酷
似
す
る
天
の
思
想
を
説
い
て
い
る
。
広
義

の
儒
家
系
文
献
で
あ
る
と
い
う
推
測
も
促
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し

次
に
、
『
三
徳
』
の
思
想
史
的
位
置
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

前
記
の
よ
う
に
、
『
三
徳
』
の
基
調
を
な
す
天
人
相
関
思
想
、
お
よ

び
編
集
意
図
、
読
者
対
象
な
ど
も
併
せ
考
え
て
、
伝
世
文
献
の
中

で
最
も
性
格
が
近
い
の
は
、
『
書
経
』
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
皇
天
」

「
上
帝
」
「
鬼
神
」
な
ど
の
登
場
と
い
う
点
で
は
、
『
書
経
』
と
と

も
に
『
詩
経
』
『
墨
子
』
も
類
似
す
る
。
但
し
、
『
詩
経
』
が
詩
歌
、

『
書
経
』
が
聖
王
の
言
、
『
墨
子
』
が
子
墨
子
の
言
、
と
い
う
基
本

的
な
性
格
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
三
徳
』
は
、
天
人
相
関
の
理
論

だ
け
を
撰
者
が
集
中
的
に
論
説
す
る
、
と
い
う
大
き
な
相
違
が
あ

四

か
し
、
『
三
徳
』
に
は
、
孔
子
の
言
が
引
用
さ
れ
た
り
、
孔
子
と
弟

子
と
の
問
答
が
展
開
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
。
少
な
く
と

も
、
『
魯
邦
大
旱
』
や
『
従
政
』
の
よ
う
な
意
味
で
の
儒
家
系
の
文

献
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
『
三
徳
』
の
内
容
は
、
『
詩
経
』
『
書
経
』
に
見
え
る

天
人
相
関
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
み
を
抽
出
し
た
か
の
如
く
で
あ

る
。
そ
う
し
た
点
を
重
視
す
れ
ば
、
『
三
徳
』
は
、
中
原
で
成
立
し

た
文
献
、
極
言
す
れ
ば
、
『
詩
経
』
『
書
経
』
と
密
接
な
関
係
に
あ

る
周
の
王
室
内
で
成
立
し
た
文
献
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
想
定

さ
れ
る
。

『
三
徳
』
の
思
想
史
的
位
置
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こ
う
し
た
『
三
徳
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か

の
見
方
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
説
を

検
討
し
な
が
ら
、
『
三
徳
』
の
思
想
史
的
位
置
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
曹
峰
氏
と
福
田
一
也
氏
の
研
究
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。
曹
峰
氏
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
五
分
冊
が
刊

行
さ
れ
る
と
、
「
《
三
徳
》
与
《
黄
帝
四
経
》
対
比
研
究
札
記
（
一
）
」

（
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
「
簡
吊
網
」
二

0
0
六
年
三
月
二
十

二
日
）
を
皮
切
り
に
、
『
三
徳
』
に
関
す
る
釈
文
・
論
考
を
、
「
簡

吊
網
」
上
に
相
次
い
で
発
表
し
て
き
た
。
氏
の
「
《
三
徳
》
中
的
”

皇
后
”
為
”
黄
帝
”
論
」
（
「
新
出
楚
簡
國
際
学
術
研
討
會
」
会
議

論
文
集
、
武
漢
大
学
、
二

0
0
六
年
）
も
、
そ
れ
ら
の
延
長
線
上

に
位
置
す
る
内
容
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
と
馬
王
堆
漢
墓
吊
書
『
黄
帝

四
経
』
と
に
多
々
類
似
点
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
『
三
徳
』
は
典
型

的
な
黄
老
思
想
の
著
作
で
あ
り
、
従
っ
て
、
『
三
徳
』
の
中
で
「
高

陽
（
頗
瑣
）
」
と
と
も
に
「
日
」
字
を
付
し
て
発
言
者
と
さ
れ
て
い

る
「
皇
后
」
は
、
実
は
「
黄
帝
」
の
こ
と
で
あ
る
、
と
の
結
論
で

あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
『
三
徳
』
と
『
黄
帝
四
経
』
と
の
比
較
検
討

に
よ
っ
て
、
両
者
が
と
も
に
黄
老
思
想
の
文
献
で
あ
る
と
い
う
思

想
史
的
位
置
付
け
を
す
る
点
に
最
大
の
特
色
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
福
田
一
也
氏
「
上
博
簡
五
《
三
徳
》
篇
中
”

る。

天
”
的
観
念
」
（
「
新
出
楚
簡
國
際
学
術
研
討
會
」
会
議
論
文
集
、

武
漢
大
学
、
二

0
0六
年
）
は
、
全
く
異
な
る
結
論
を
提
示
す
る
。

福
田
氏
は
、
古
代
中
国
の
天
の
思
想
に
は
、
「
上
天
」
「
上
帝
」
な

ど
の
人
格
神
的
天
と
、
陰
陽
・
日
月
•
四
時
な
ど
を
具
体
的
な
内

容
と
す
る
理
法
と
し
て
の
天
と
が
見
ら
れ
る
が
、
『
三
徳
』
の
天
が

前
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
黄
帝
四
経
』
の
天
は
後
者
で
あ
り
、

基
本
的
な
天
の
性
格
が
異
な
る
と
説
く
。
そ
し
て
福
田
氏
は
、
曹

峰
氏
の
説
を
批
判
し
て
、
『
三
徳
』
は
黄
老
思
想
の
著
作
で
は
な
く
、

む
し
ろ
礼
を
重
視
す
る
儒
家
文
献
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
研
究
の
基
本
的
な
方
法
論
で
あ
る
。

ま
ず
、
曹
峰
氏
は
、
一
連
の
論
考
に
お
い
て
、
『
三
徳
』
と
『
黄
帝

四
経
』
に
多
く
の
類
似
点
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
用
語
・

用
韻
．
句
法
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
類
似
点
の
指
摘
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
自
体
に
誤
り
は
な
い
。
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
「
天
」
「
地
」

「
民
（
人
）
」
、
「
天
」
、
「
時
」
、
「
高
陽
」
「
皇
后
」
「
后
帝
」
「
上
帝
」
、

「
幽
」
「
陽
」
、
「
故
常
」
「
幹
常
」
、
「
小
邦
（
國
）
」
「
大
邦
（
國
）
」
、

「
聖
人
之
謀
」
、
「
土
攻
」
、
「
不
祥
」
、
「
不
…
…
乃
…
…
」
、
「
母
…

…
」
な
ど
の
語
句
（
あ
る
い
は
類
似
す
る
語
句
）
は
、
確
か
に
『
黄

帝
四
経
』
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
『
三
徳
』
に
は
多
く
の
墨
釘
が
施

さ
れ
て
お
り
、
部
分
的
に
押
韻
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。
『
黄
帝
四
経
』
に
韻
語
が
見
え
る
点
も
、
氏
が
指
摘
す
る
通
り

で
あ
る
。
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こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
新
出
楚
簡
国
際
学
術
研
討
会
」
に
お
け
る

し
か
し
、
曹
峰
氏
の
指
摘
の
内
、
ま
ず
、
「
天
地
人
」
と
い
う
世

界
の
枠
組
が
『
三
徳
』
と
『
黄
帝
四
経
』
に
見
ら
れ
る
と
い
う
点

に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
う
し
た
世
界
の
枠
組
み
を
前
提
に
立
論
す

る
書
は
、
何
も
こ
の
両
書
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
「
時
」
の
語
は
、
確
か
に
『
三
徳
』
『
黄
帝
四
経
』
の
両

者
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
が
、
『
三
徳
』
に
は
「
四
時
」
の
語
は
見

ら
れ
な
い
。
『
三
徳
』
が
説
く
の
は
、
天
の
特
性
と
し
て
の
「
時
」

で
あ
り
、
あ
く
ま
で
、
「
地
」
の
「
材
」
、
「
民
」
の
「
力
」
と
対

比
さ
れ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
黄
老
思
想
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
、
明
確
な
「
四
時
」
で
は
な
い
。

「
陰
陽
」
も
同
様
で
あ
る
。
『
三
徳
』
に
は
、
「
幽
」
と
「
陽
」

の
語
は
見
え
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
、
「
陰
陽
」
に
通
ず
る
と

も
言
え
る
が
、
『
三
徳
』
に
は
、
明
確
な
「
陰
陽
」
や
「
刑
徳
」
の

思
想
は
見
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
「
高
陽
」
の
語
に
も
注
意
を
要
す
る
。
確
か
に
、
高
陽

は
、
『
三
徳
』
『
黄
帝
四
経
』
の
両
書
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、
『
三

徳
』
に
見
ら
れ
る
固
有
名
詞
が
「
高
陽
」
の
み
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
『
黄
帝
四
経
』
(
『
+
六
経
』
）
で
は
、
「
高
陽
」
は
多
く
の
登

場
人
物
の
中
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
。
高
陽
の
語
の
み
を
手
が
か
り

に
、
そ
の
文
献
的
性
格
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

ニノ

曹
峰
氏
の
発
表
論
文
は
、
『
三
徳
』
に
見
え
る
「
皇
后
」
が
実
は
「
黄

帝
」
で
あ
る
、
と
の
結
論
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
、
議
論
が
や
や
倒
錯
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

氏
の
見
解
は
、
『
三
徳
』
と
『
黄
帝
四
経
』
と
が
と
も
に
黄
老
思
想

の
文
献
で
あ
り
、
『
黄
帝
四
経
』
に
は
黄
帝
と
高
陽
が
出
て
く
る
か

ら
、
こ
の
『
三
徳
』
に
も
黄
帝
で
出
て
く
る
は
ず
だ
と
い
う
無
理

な
論
理
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
『
黄
帝
四
経
』
(
『
+
六

経
』
）
は
、
黄
帝
と
臣
下
の
闇
再
・
カ
墨
な
ど
と
の
会
話
体
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
三
徳
』
は
、
基
本
的
に
論
説

形
式
で
あ
る
。
両
者
に
は
、
こ
う
し
た
形
式
上
の
相
違
も
指
摘
で

き
る
（
注
7
)
0

類
似
性
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
用

語
や
句
法
の
み
な
ら
ず
、
最
も
根
幹
と
な
る
思
想
の
枠
組
み
や
特

質
を
こ
そ
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
三
徳
』
に
つ
い
て
は
、

そ
の
天
の
思
想
が
酷
似
し
て
い
る
『
詩
経
』
や
『
書
経
』
を
ま
ず

取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
『
黄
帝
四
経
』
に
つ
い
て
は
、

浅
野
裕
一
氏
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
（
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）

が
す
で
に
論
証
す
る
通
り
、
『
国
語
』
越
語
下
篇
な
ど
に
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
、
曹
峰
氏
の
見
解
は
、
細
部
の
類
似
点
を

指
摘
す
る
に
止
ま
り
、
思
想
の
根
幹
に
つ
い
て
の
検
討
を
軽
視
し

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
曹
峰
氏
の
方
法
論
・
結
論
に
比
べ
れ
ば
、
福
田
氏
の
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見
解
は
、
『
三
徳
』
に
お
け
る
天
の
基
本
的
性
格
を
正
し
く
押
さ
え

た
点
で
、
穏
当
な
結
論
を
導
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
「
儒

家
思
想
」
の
文
献
と
す
る
結
論
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
注
意
が
必

要
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

先
に
考
察
し
た
通
り
、
上
博
楚
簡
で
は
、
儒
家
文
献
と
考
え
ら

れ
る
場
合
、
そ
れ
相
当
の
明
快
な
根
拠
が
存
在
し
た
。
例
え
ば
、

『
魯
邦
大
旱
』
の
よ
う
に
、
魯
の
哀
公
と
孔
子
、
子
貢
の
問
答
で

構
成
さ
れ
て
い
る
と
か
、
『
従
政
』
の
よ
う
に
、
孔
子
言
の
引
用
（
聞

き
書
き
）
を
集
成
し
て
い
る
と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

明
ら
か
に
、
孔
子
以
後
の
儒
家
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
文
献
と
考

え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
三
徳
』
に
は
、
そ
う
し
た
要
素
は
皆
無
で
あ
る
。
「
日
」

字
を
付
け
て
発
言
者
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
陽
と
皇
后
の
み
で

あ
り
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
要
素
は
な
い
。
ま

た
、
「
天
」
や
「
礼
」
の
重
要
性
は
説
か
れ
る
も
の
の
、
「
仁
」
「
義
」

「
忠
」
「
信
」
な
ど
儒
家
特
有
の
タ
ー
ム
も
見
ら
れ
な
い
。

と
す
れ
ば
、
「
儒
家
文
献
」
と
い
う
の
は
、
後
世
の
指
標
か
ら
判

断
し
て
そ
の
よ
う
に
見
え
る
、
と
い
う
意
味
に
と
っ
て
お
く
方
が

良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
三
徳
』
が
も
と
も
と
儒
家
（
特
に
孔
子

集
団
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の

内
容
だ
け
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
前
記
の
通
り
、
む
し
ろ
、
『
詩
経
』

や
『
書
経
』
の
よ
う
に
、
周
王
室
と
の
関
係
も
想
定
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
の
文
献
は
、
一
面
に
お
い
て
、
『
書
経
』

と
類
似
し
た
思
想
史
的
意
義
を
有
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
『
書
経
』
は
も
と
も
と
王
者
の
言
を
記
し
た
文
献
で
あ

っ
た
が
、
『
詩
経
』
と
と
も
に
孔
子
集
団
が
教
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し

て
尊
重
し
た
こ
と
か
ら
、
後
に
経
典
の
地
位
に
上
昇
し
て
い
っ
た

も
の
で
あ
る
。
『
三
徳
』
も
、
元
来
、
孔
子
集
団
と
は
無
縁
の
産
物

で
は
あ
っ
た
が
、
後
に
儒
家
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
思
想
内
容
を

備
え
て
い
た
、
と
の
推
測
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
『
書
経
』

は
儒
家
の
経
典
と
な
り
、
『
三
徳
』
は
後
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
と

い
う
点
は
、
そ
の
後
の
歩
み
の
大
き
な
相
違
で
あ
る
。

な
お
、
両
氏
以
外
で
、
『
三
徳
』
の
思
想
史
的
意
義
に
言
及
し
て

い
る
も
の
と
し
て
、
欺
陽
禎
人
（
張
木
~
）
氏
の
「
《
上
博
簡
•
五
》

学
術
価
値
考
論
」
（
「
新
出
楚
簡
國
際
学
術
研
討
會
」
会
議
論
文
集
、

武
漢
大
学
、
二

0
0
六
年
）
が
あ
る
。
氏
の
見
解
は
、
『
三
徳
』
に

限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
広
く
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
五
）
』
所
収
の
文
献
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
三
徳
』
に

関
わ
る
結
論
は
次
の
三
点
に
集
約
で
き
る
。

第
一
は
、
『
三
徳
』
を
は
じ
め
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
五
）
』
所
収
の
文
献
は
、
「
理
論
原
創
時
期
」
の
著
作
で
は
な
く
、

原
創
理
論
が
改
写
・
転
述
さ
れ
て
民
間
に
流
伝
し
た
通
俗
読
み
物

で
あ
り
、
そ
の
学
術
的
意
義
は
注
釈
者
が
言
う
ほ
ど
重
要
で
は
な

い
。
第
一
―
は
、
そ
の
文
献
の
時
代
は
比
較
的
新
し
く
、
世
俗
の
儒
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家
思
想
の
中
に
、
原
始
儒
家
と
は
異
な
る
雑
駁
な
思
想
（
道
家
・

法
家
・
黄
老
の
道
な
ど
）
が
混
入
し
て
い
る
。
第
三
は
、
文
献
の

作
者
は
、
刑
徳
、
道
法
、
黄
老
思
想
な
ど
を
折
衷
し
た
俗
儒
で
あ

り
、
孔
子
の
言
う
「
小
人
儒
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
他
の
多
く
の
論
考
が
特
定
の
部
分
に
つ
い
て
の
語
釈

や
札
記
に
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
文
献
の
全
体
の
意
義
を

捉
え
よ
う
と
し
た
点
に
、
そ
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
氏
の
結
論
は
、
個
々
の
文
献
に
対
す
る
実
証

的
な
考
察
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
甚

だ
大
き
な
疑
問
が
持
た
れ
る
。
ま
ず
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
（
五
）
』
所
収
の
全
文
献
を
視
野
に
収
め
よ
う
と
す
る
点
は
良
い

と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
、
民
間
に
流
伝
し
た
通
俗
読
み

物
で
あ
る
と
し
た
り
、
原
始
儒
家
と
は
異
な
る
雑
駁
な
思
想
が
混

入
し
て
い
る
と
す
る
点
な
ど
は
、
や
や
粗
雑
な
議
論
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
編
集
の
便
宜
上
、
『
上
海
博
物
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
』
の
第
五
分
冊
に
た
ま
た
ま
編
入
さ
れ
た
も
の
に
過

ぎ
ず
、
個
々
の
文
献
の
思
想
史
的
特
質
や
意
義
は
、
当
然
、
個
別

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
他
の
分
冊
に

つ
い
て
も
言
え
る
。
例
え
ば
、
第
三
分
冊
所
収
の
全
文
献
を
一
括

し
て
、
そ
の
思
想
史
的
意
義
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
第

四
分
冊
所
収
の
全
文
献
の
成
立
時
期
を
一
括
し
て
、
あ
る
時
期
に

特
定
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た

方
法
論
に
根
本
的
な
無
理
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
三
徳
』
に
つ
い
て
、
原
始
儒
家
と
は
異
な
る
雑
駁
な
思

想
（
道
家
・
法
家
・
黄
老
の
道
な
ど
）
が
混
入
し
て
い
る
と
す
る

点
や
、
そ
の
作
者
が
、
刑
徳
、
道
法
、
黄
老
思
想
な
ど
を
折
衷
し

た
俗
儒
で
あ
る
と
す
る
点
も
、
『
三
徳
』
の
内
容
か
ら
は
全
く
実
証

で
き
な
い
見
解
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
雑
駁
か
否
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
言
え
ば
、
前
記
の
通
り
、
『
三
徳
』
の
内
容
は
、
む
し
ろ
、

天
と
人
と
の
直
接
的
な
関
係
を
説
く
と
い
う
点
で
、
極
め
て
純
粋
．

単
一
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
少
な
く
と
も
そ
こ
に
、
道
家
思
想
や

法
家
思
想
の
要
素
は
見
ら
れ
な
い
（
注
8
)
。
ま
た
、
黄
老
思
想
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
曹
峰
氏
の
見
解
を
論
評
す
る
際
に
指
摘
し
た
通

り
、
黄
老
思
想
の
最
大
の
思
想
的
特
質
で
あ
る
天
道
思
想
は
、
『
三

徳
』
に
は
全
く
見
え
な
い
。

さ
ら
に
、
氏
が
何
を
も
っ
て
「
原
始
儒
家
」
や
「
俗
儒
」
と
考

え
る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
曖

昧
な
思
想
史
的
位
置
づ
け
は
説
得
力
を
持
た
な
い
と
言
え
よ
う
。

仮
に
、
氏
の
言
う
「
原
始
儒
家
」
が
孔
子
お
よ
び
孔
子
集
団
の
思

想
を
指
す
と
す
れ
ば
、
『
三
徳
』
の
成
立
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
「
原

始
儒
家
」
に
先
行
す
る
と
い
う
可
能
性
す
ら
想
定
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
前
記
の
通
り
、
『
三
徳
』
の
天
の
思
想
は
、
『
書
経
』
に
最
も

類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
『
三
徳
』
に
は
、
成

立
時
期
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
要
素
は
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
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以
上
、
本
稿
で
は
、
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
思
想
史
的
特
質
と

意
義
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
『
三
徳
』
の
最
大
の
思
想
史

的
特
質
は
、
上
天
•
上
帝
を
世
界
の
主
宰
者
と
し
て
仰
ぐ
天
の
思

想
に
あ
っ
た
。

人
為
の
良
否
が
上
天
•
上
帝
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
れ
に

対
応
し
た
禍
福
が
降
さ
れ
る
と
す
る
天
人
相
関
思
想
は
、
中
原
で

結

五
口

ニ＝ロ

も
、
そ
こ
に
、
比
較
的
古
い
型
の
天
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
こ

と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

付
言
す
れ
ば
、
『
三
徳
』
に
登
場
す
る
固
有
名
詞
は
「
高
陽
（
頗

瑣
）
」
の
み
で
あ
り
、
太
古
の
時
代
が
論
説
の
前
提
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
6
簡
の
「
建
五
官
弗
措
」
の
「
五
官
」
に

つ
い
て
、
釈
文
は
『
礼
記
』
曲
礼
下
に
「
天
子
之
五
官
、
日
司
徒
、

司
馬
、
司
空
、
司
士
、
司
寇
、
典
司
五
衆
」
と
あ
る
の
を
指
摘
す

る
が
、
『
国
語
』
楚
語
下
に
「
於
是
乎
、
有
天
地
神
民
類
物
之
官
、

是
謂
五
官
」
（
尊
昭
注
「
類
物
、
謂
別
善
悪
•
利
器
用
之
官
」
）
と

あ
る
よ
う
な
「
五
官
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
殷
周
時
代
の
官
職
名

で
は
な
く
、
太
古
の
時
代
を
前
提
に
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

全
体
に
、
状
況
設
定
と
し
て
は
、
か
な
り
古
い
時
代
が
想
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
注
9
)
o

注

成
立
し
た
『
詩
経
』
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
思
考
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
本
稿
で
は
、
こ
の
『
三
徳
』
に
つ
い
て
、
周
王
室
と
の

関
係
を
想
定
し
て
み
た
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
天
人
関
係
は
、
実
は
、
他
の
上
博
楚
簡
に

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
『
魯
邦
大
旱
』
や
『
束
大
王
泊

旱
』
で
は
、
旱
魃
が
、
天
の
降
し
た
災
禍
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
『
昭
王
典
罪
之
牌
』
で
は
、
楚
が
呉
に
侵
略
さ
れ
た
の
は
、

天
の
降
し
た
「
禍
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
旱
魃
と
い
っ
た
大

災
害
や
国
都
が
奪
取
さ
れ
る
と
い
っ
た
戦
災
な
ど
は
、
天
の
降
し

た
重
罰
で
あ
る
と
の
意
識
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
10)
。
こ

の
点
は
、
『
三
徳
』
に
お
い
て
、
不
善
の
人
為
が
上
天
•
上
帝
に
感

応
し
、
天
の
報
復
•
厳
罰
と
し
て
、
「
土
地
乃
ち
垢
か
れ
、
民
人
乃

ち
喪
ぶ
」
と
か
、
「
其
の
身
没
せ
ず
し
て
、
孫
子
に
至
る
」
と
か
、

「
必
ず
之
に
復
す
る
に
憂
喪
を
以
て
す
」
な
ど
と
い
っ
た
結
果
を

招
く
と
説
か
れ
る
の
と
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
『
詩
経
』
『
書

経
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
言
わ
ば
中
原
型
の
天
の
思
想
は
、
こ

の
よ
う
に
、
楚
簡
の
中
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
1
)

「
馬
承
源
先
生
談
上
海
簡
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
、
ニ

0
0
二
年
、
上
海
書
店
出
版
社
）
参
照
。
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(
2
)
前
二
七
八
年
の
「
白
起
伐
郡
」
後
、
紀
山
古
墓
群
に
楚
墓
が
造
営

さ
れ
な
く
な
り
、
楚
文
化
の
継
承
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
劉
彬
徽
「
関
干
郭
店
楚
簡
年
代
及
相
関
問
題
的
討
論
」
（
『
早

期
文
明
興
楚
文
化
研
究
』
、
岳
麓
書
社
、
二

0
0
一
年
）
参
照
。

(
3
)
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の
「
天
人
の
分
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、

浅
野
裕
一
「
『
窮
達
以
時
』
の
「
天
人
の
分
」
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
思

想
史
と
郭
店
楚
簡
』
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
五
年
）
参
照
。

(
4
)
『
従
政
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
竹

簡
連
接
と
分
節
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
騰
号
（
第
三
十
六

号
）
、
二

0
0
四
年
）
、
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
と
儒
家
の
「
従
政
」
」
（
同
）

参
照
。
こ
の
二
篇
は
、
後
に
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
』
（
浅
野

裕
一
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
五
に
採
録
し
、
ま
た
、
中
国
語
に
翻

訳
し
て
、
拙
著
『
戦
國
楚
簡
奥
秦
簡
之
思
想
史
研
究
』
（
台
湾
・
万
巻

楼
、
二

0
0六
年
）
に
も
収
録
し
て
い
る
。

(
5
)
『
昭
王
毀
室
』
『
昭
王
輿
巽
之
牌
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
父

母
の
合
葬
ー
上
博
楚
簡
『
昭
王
毀
室
』
に
つ
い
て
ー
」
（
『
東
方
宗
教
』

第
一
〇
七
号
、
二

0
0六
年
）
、
お
よ
び
「
語
り
継
が
れ
る
先
王
の
故

事
ー
上
博
楚
簡
『
昭
王
輿
巽
之
牌
』
の
文
献
的
性
格
ー
」
（
『
中
国
研

究
集
刊
』
露
号
（
第
四
十
号
）
、
二

0
0六
年
）
参
照
。
な
お
、
こ
の

二
篇
は
中
国
語
に
翻
訳
し
て
、
拙
著
『
戦
國
楚
簡
輿
秦
簡
之
思
想
史

研
究
』
（
台
湾
・
万
巻
楼
、
二

0
0六
年
）
に
収
録
し
て
い
る
。

(
6
)
『
影
祖
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
博
楚
簡
『
影
祖
』
に
お

け
る
「
長
生
」
の
思
想
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
致
号
（
第
三
十
七
号
）
、

二
0
0
五
年
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
論
考
は
中
国
語
に
翻
訳
し
て
、

拙
著
『
戦
國
楚
簡
輿
秦
簡
之
思
想
史
研
究
』
（
台
湾
・
万
巻
楼
、
二

O

0
六
年
）
に
収
録
し
て
い
る
。

(
7
)
但
し
、
曹
峰
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
『
三
徳
』
と
『
黄
帝
四
経
』

と
の
間
に
相
当
の
用
語
の
類
似
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
筆
者

は
、
『
三
徳
』
に
お
け
る
、
こ
う
し
た
要
素
の
一
部
が
後
の
黄
老
思
想

に
流
入
し
た
と
い
う
可
能
性
は
想
定
で
き
る
と
考
え
る
。

(
8
)
欧
陽
禎
人
氏
は
、
あ
る
い
は
、
『
三
徳
』
の
中
に
『
呂
氏
春
秋
』
上

農
篇
と
の
類
似
句
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
『
三
徳
』
に
法
家
思
想
の

要
素
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
上
博
楚

簡
の
筆
写
年
代
と
『
呂
氏
春
秋
』
の
成
立
時
期
と
を
冷
静
に
考
え
て

み
れ
ば
、
『
三
徳
』
の
記
述
が
『
呂
氏
春
秋
』
に
先
行
す
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
『
三
徳
』
の
記
述
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
表
現
自
体
は
古

く
か
ら
存
在
し
、
そ
れ
を
『
三
徳
』
や
上
農
篇
が
自
己
の
論
説
の
中

に
組
み
入
れ
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
考
え
ら
れ
よ
う
。

(
9
)

た
だ
、
「
古
い
」
と
は
言
っ
て
も
、
『
三
徳
』
の
論
説
は
宇
宙
創
造

に
遡
る
よ
う
な
深
遠
な
謡
論
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
同
じ
く
戦
国

楚
簡
の
郭
店
楚
簡
『
太
一
生
水
』
や
上
博
楚
簡
『
恒
先
』
と
比
較
し

て
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
太
一
生
水
』
や
『
恒
先
』
は
、
人
類

誕
生
を
遥
か
に
遡
る
宇
宙
創
造
の
時
か
ら
説
き
起
こ
す
。
こ
れ
に
対
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し
て
、
『
三
徳
』
は
、
上
古
に
遡
っ
て
簸
論
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
せ
い
ぜ
い
人
類
誕
生
以
後
、
特
に
、
聖
王
出
現
以
後
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
『
三
徳
』
と
『
詩
経
』
『
書
経
』
と
の
類

似
性
を
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
詩
経
』
『
書
経
』
の
天

（
上
天
•
上
帝
）
の
思
想
と
『
太
一
生
水
』
『
恒
先
』
の
宇
宙
論
と
の

比
較
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
氏
「
上
天
・
上
帝
信
仰
と
砂
漠
の
一

神
教
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
露
号
（
第
四
十
号
）
、
二

0
0六
年
）
参

照。

(10)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
注
5
前
掲
の
拙
稿
「
語
り
継
が
れ
る
先
王

の
故
事
ー
上
博
楚
簡
『
昭
王
輿
巽
之
牌
』
の
文
献
的
性
格
ー
」
参
照
。

[
附
記
]
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研

究
B

「
戦
国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
、
湯
浅
邦
弘
）
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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